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象
と
し
た
保
健
師
な
ど
に
よ
る
家

庭
訪
問
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
小
児

科
医
・
産
婦
人
科
医
・
助
産
師
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

を
実
施
し
て
、
全
て
の
妊
産
婦
な

ど
の
孤
立
感
・
不
安
感
の
解
消
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
経

済
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
保
の
た
め
「
さ
く
ら
が
わ
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
安
定
的
な
運

営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
休
日
診
療
対
応
、
各
種
健
診
、

予
防
接
種
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
の
適
切

な
受
診
、
か
か
り
つ
け
医
の
推
奨

な
ど
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進

行
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
地
域
福
祉
の
意

識
を
高
め
、
地
域
で
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
関
係
団

体
と
の
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
、
自
立
と
社
会
参
加
へ
の

支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
に
、
相
談
体
制
の
充
実
、

生
活
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
・
介
護
な
ど
が
連

携
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
認
知

症
の
早
期
診
断
・
早
期
治
療
、
状

習
に
自
発
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
学
習
で
き
る
機
会
の
提
供
に

努
め
、
活
用
し
や
す
い
施
設
を
目

指
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　

豊
か
な
体
験
・
交
流
・
学
習
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

青
少
年
が
健
全
に
の
び
の
び
と
、

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
存
活
用

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」
の
土
壌
調
査
な
ど
を

行
い
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
文
化
財
の
維
持
管

理
や
調
査
を
行
い
、
修
理
の
た
め

の
技
術
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。「
真
壁
の
町
並
み
」
や
「
真

壁
城
跡
」
に
つ
い
て
も
、
歴
史
景

観
の
保
存
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

石
材
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の

石
材
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

石
材
製
品
の
市
場
や
販
路
の
拡
大

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
「
産
業
立
地
・
雇
用
促
進

に
関
す
る
奨
励
制
度
」
に
基
づ
く

優
遇
措
置
や
遊
休
地
情
報
を
発
信

し
、
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど
企
業

が
立
地
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

新
た
な
雇
用
確
保
が
で
き
る
よ
う

企
業
誘
致
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
観
光
の
振
興

　
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
や
「
真
壁

の
町
並
み
」「
雨
引
観
音
」
な
ど

の
歴
史
・
文
化
資
源
と
と
も
に
、

地
域
資
源
で
あ
る「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」

や
「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
」
な
ど
、
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
内
に
自
生
す
る
55
万

本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
「
日
本
一
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
」
と
し
て
全
国

に
向
け
引
き
続
き
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の

里
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
利
用
の
促
進

を
図
り
つ
つ
「
筑
波
高
原
キ
ャ
ン

プ
場
」
の
老
朽
施
設
の
解
体
に
取

り
組
み
、
場
内
の
環
境
整
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で�

�
�

健
康
で
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

●�
子
育
て
支
援
の
充
実
と
少
子
化

対
策
の
推
進

　

少
子
化
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
非
婚
化
・
晩
婚
化
に
対
し

て
、
結
婚
の
相
談
、
結
婚
へ
の
意

識
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、「
さ

く
ら
す
」
な
ど
で
、 

出
会
い
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
結
婚
を
希
望

す
る
男
女
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
婚
生
活
の
支
援
と
し

ま
し
て
「
結
婚
お
祝
い
金
」
を
給

付
し
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
策
と
し
ま
し
て
は
、

出
産
時
・
就
学
時
・
中
学
入
学
時

の
支
援
事
業
と
し
て
「
子
育
て
３

ス
テ
ッ
プ
応
援
金
」
を
支
給
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
ま

で
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
全
て
の
出
生
児
を
対

安
全
安
心
な

�

暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

●
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
・
防
災
訓
練
を
は
じ
め

と
す
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
数
の
減
少
や

平
均
年
齢
の
上
昇
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
域
の
実
情
に
合
う
消
防
体

制
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
防
犯
・
消
費
生
活
対
策
の
推
進

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ

ラ
な
ど
を
整
備
し
、
防
犯
意
識
の

高
揚
と
防
犯
体
制
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
消
費
者
行
政
に
つ
い

て
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相

談
体
制
の
充
実
と
、
正
し
い
消
費

知
識
の
習
得
や
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路

の
危
険
個
所
の
解
消
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、
市

民
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

備
を
進
め
た
１
人
１
台
学
習
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
一
括
更
新
を
行
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
苗
木
の
育
成
体
験
を
通
し

て
、
郷
土
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
外
国
語
指
導
助

手
を
通
し
て
、
英
語
の
習
得
と
国

際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
は
「
小
中
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
」
を
基
に
、
地
域
や
保
護

者
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

学
校
統
合
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
支
援
の
た
め
通
学
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

　

さ
ら
に「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
た
教
育
相
談
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●�

生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

　

２
月
に
開
館
し
た
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
「
さ
く
ら
す
」
を
拠
点
に
、

指
定
管
理
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
図
書
館
機
能
や
生
涯
学
習
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
が
生
涯
学

活
力
あ
る

�

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
地
産

地
消
の
推
進
と
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
、
農
家
の
所
得
向
上

を
図
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や

農
地
の
集
積
に
よ
る
効
率
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
環
境
の
保
全
と
し

て
、
優
良
農
地
の
確
保
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
予
防
と
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対
策

室
と
猟
友
会
の
連
携
に
よ
り
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
や
被
害
防
止

対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
里
山
保
全

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を
活

用
し
た
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

経
営
が
安
定
し
、
経
済
活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
拡
大
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発

の
支
援
、
商
工
会
と
連
携
し
た
経

営
支
援
を
行
い
、
市
内
の
消
費
促

進
お
よ
び
商
工
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
」を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

態
に
応
じ
た
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
制
度
の
健
全
運
営

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
医
療
費
の
抑
制
と

保
険
料
の
収
納
向
上
に
よ
り
、
保

険
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

要
介
護
認
定
者
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
健
全
な
介
護

保
険
財
政
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。生

き
が
い
を
育
む

�

学
び
の
ま
ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

　
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な
心
」、

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ

た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整

桜川市長 大
お お つ か

塚 秀
ひ で き

喜

令和7年度施政方針
　令和７年３月４日～１７日の会期で開催された、
第１回桜川市議会定例会で、令和７年度の市政運営
に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。　
　なお、令和７年度予算の概要については、来月号
に掲載します。

施政方針

✿ CONTENTS

02 令和7年度施政方針
05 さくらがわ人生応援プロジェ

クト
06 水道事業経営一体化基本協定

締結
07 まちの話題
08 桜川市さくらマラソン大会
09 歴史資料館だより№111
10 健康ガイド
12 情報ひろば
15 文芸さくらがわ
16 桃山学園通学道路開通／ひな

まつりでおもてなし／岩瀬東
中が郷土検定優勝

【人口】 35,885 人 （ー 56）
【 男 】 17,865 人 （ー 37）
【 女 】 18,020 人 （ー 19）
【世帯】 13,554 世帯（＋　4）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和７年３月１日現在

✿ 表　紙

✿た
くさん

の投票ありがとうございまし
た
✿

20
周
年
記
念

桜
川
市
市
制
施
行

ロゴマーク決定決定

晴
れ
や
か
に

�

駆
け
ぬ
け
る

　表紙は、３月９日に桜川市総
合運動公園で行われた第 20 回
桜川市さくらマラソン大会を撮影
したものです。
　20 回目の節目を迎えた今大会
は昨年を大きく上回る 1,455 人
のランナーが参加し、市内の自
然豊かなコースを駆け抜けまし
た。（８ページに関連記事を掲載
しています。）

晴れやかに駆けぬける

✿ 桜川市の人口と世帯
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修
繕
な
ど
は
、
安
全
確
保
を
図
る

た
め
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
公
共
交
通
の
充
実

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
公
共
交

通
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
買
物
や

通
院
の
移
動
手
段
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

Ｇ
Ｏ
」
は
市
内
の
南
北
を
結
ぶ
基

幹
路
線
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
運
転
免
許
を

お
持
ち
で
な
い
方
を
対
象
に
、
タ

ク
シ
ー
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
、

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

●
下
水
道
の
整
備

　

水
洗
化
の
普
及
促
進
に
取
り
組

み
、効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
り
、

接
続
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
上
水
道
の
整
備

　

給
水
人
口
の
減
少
や
施
設
の
老

朽
化
な
ど
か
ら
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
安
全
で
お
い
し

い
飲
料
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
市
の
指
針
と
な
る
「
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
経
営
戦
略
」
に

基
づ
き
、
水
質
管
理
や
老
朽
施
設

な
ど
の
改
善
を
図
り
つ
つ
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
的
か
つ
効
率
的
な

水
の
供
給
に
向
け
、
広
域
で
の
経

営
統
合
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
様
や
事
業
所
な
ど
の

環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協
力

の
も
と
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
、

資
源
ご
み
の
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
保
全

　
「
桜
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖

化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
環
境
保
全

の
た
め
の
意
識
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、
不
法
投
棄
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
監
視
指
導
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
質
の
監
視
強
化
に
努

め
、
悪
臭
や
野
焼
き
な
ど
の
公
害

苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化
や
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
築
く�

�
�

自
治
の
ま
ち
づ
く
り

●
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
媒
体
を
活
用

し
、
定
期
的
か
つ
効
果
的
に
市
の

快
適
な�

�
�

暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

●
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
に
お
け
る
新
た
な
都
市

拠
点
の
形
成
を
推
進
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
即
し
た
適
正
か
つ
合

理
的
な
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
景
観
の
良
い
住
環
境
の
保
全

　

引
き
続
き
「
定
住
促
進
助
成
金

交
付
事
業
」
を
実
施
し
、
市
内
で

住
宅
を
取
得
し
た
場
合
、
最
大
で

２
０
０
万
円
の
助
成
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
「
桜
川
市
空
家
等
対
策
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
市
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
確

保
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
的

に
、
空
家
対
策
の
推
進
と
利
活
用

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
網
の
整
備

　

一
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
要
望
が
多
い
そ
の
他

の
市
道
や
排
水
整
備
は
、緊
急
性
・

必
要
性
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、道
路
や
橋
梁
の
補
修
・

情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
と
市
が

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国

際
交
流
事
業
で
は
、
友
好
交
流
都

市
と
の
交
流
を
通
し
て
市
民
文
化

の
向
上
、
国
際
親
善
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
人
権
相
談
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
啓
発
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
推
進
し
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

広
報
活
動
や
講
演
会
の
開
催
を
通

し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
意
識
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
時
代
に
合
っ
た
自
治
体
運
営

　

第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
施
策
や
事
業
を
実
施

し
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、新
庁
舎
整
備
に
あ
わ
せ
、

現
在
の
庁
舎
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
解
決
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
の
Ｄ
Ｘ

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

●�

組
織
経
営
と�

�

人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

　

職
員
の
能
力
開
発
や
人
材
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な

行
政
運
営
に
向
け
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

市
の
魅
力
あ
る
特
産
品
な
ど
を

発
掘
し
、
皆
様
に
選
ん
で
い
た
だ

け
る
返
礼
品
を
取
り
揃
え
て
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
方
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
を
発
信
し
、
そ
れ
ら

の
財
源
と
な
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
よ
る
法
人
か
ら
の
支

援
も
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
く
ら
が
わ

�

人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
は
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、

人
口
減
少
対
策
は
最
重
要
課
題
で

す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
令
和

５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
さ

く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
、
今
年
度
５
つ
の
事
業
を

追
加
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
次

ペ
ー
ジ
で
ご
説
明
し
ま
す
。

施政方針
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　市では、市民の皆さまの人生をトータルで応援する「さくらがわ人生応援プロジェクト」の事業
を令和５年度から展開してきました。令和７年度は、新たに５つの事業を追加し、人口減少対策を
さらに拡充いたします。

� ■問合先／企画課（☎ 58－5111・75－3111 代表）

©桜川市

さくらがわ人生応援プロジェクト
＼市民の皆さまの人生をトータルで応援します！／

令和7年度さくらがわ人生応援プロジェクト追加事業
●若者支援（若い世代の転出抑制と移住促進を図ります）

事業名 内　容 担当部署・連絡先

各種検定料
助成事業

市内の小・中学生を対象に、実用英語技能検定、日本漢字
能力検定、実用数学技能検定の検定料の一部を助成

学校教育課
☎ �0296-55-1198
� 直通

地方就職学生
支援事業

東京圏の学生が、大学を卒業し、茨城県内企業に就職する
ため、桜川市に移住する見込みの者に対し、就職活動の際
に要した交通費を1回限り交付（上限4,260 円）

商工観光課
☎ �0296-55-1159
� 直通

●子育て支援（安心して子育てしやすい環境を目指します）
事業名 内　容 担当部署・連絡先

妊婦歯科検診
費用助成

妊婦の方を対象に、歯周病検診の費用を助成
（助成には桜川市が発行する受診券が必要） 

健康推進課
☎0296-75-3159
� 直通

禁煙サポート
助成事業

胎児や乳幼児の受動喫煙による健康被害を減らすことを
目的に、妊婦や 20歳未満の方と同居する方を対象として、
禁煙外来にかかる費用を助成（上限１万円）

健康推進課
☎0296-75-3159
� 直通

●ミドル支援（桜川市への移住促進を目指します）
事業名 内　容 担当部署・連絡先

お試し移住
支援事業

お試し移住の実施
宿泊費およびレンタカー借上げ費用を補助（最大各3,000円）

ヤマザクラ課
☎ �58-5111・�
75-3111 代表

※各種事業には、上記以外にも要件があります。
　また、その他にも多数の事業を実施しております。詳しくは市ホームページをご覧ください。



■問合先  秘書広報課■問合先  秘書広報課 58-5111・75-3111 内線126858-5111・75-3111 内線1268

■サイズ　1枠 45mm×85mm、2枠 45mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000円、2枠 20,000円
（月額） ※連続掲載で割引制度があります。

有料広告

募集中！
有料広告

募集中！Sakuragawa
さくらがわ public relations

－広報さくらがわ－
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　2月 26日、県、県企業局及び 20の
自治体と水道事業の経営の一体化に関す
る基本協定を締結しました。
　今後は、将来にわたり安全な水道水
を安定的かつ効率的に供給するととも
に、水道事業の経営基盤の強化を図る
ことを目的に協議を進めます。

なぜ広域連携が必要なの？
■水道事業が抱える課題
・�水道事業は、原則、水道料金で運営していますが、人口減少や節水機器の普及により料金収入が減少しており、
経営に影響を及ぼしています。

・耐用年数を経過した老朽化施設が急激に増加する見込みであり、更新に多額の費用を要することになります。
・職員数が減少しており、専門的な知識や技術を持った職員の確保等が困難な状況にあります。

■広域連携による効果
・共同発注などによる費用の削減 ・統廃合による施設の最適化 ・技術系人材の養成と確保
・災害時の体制強化 ・国の交付金の活用　など

■今後の予定
令和7年2月26日 基本協定締結・第1回法定協議会

令和10年ごろ 経営統合（経営の一体化）

将来 事業統合　※料金・サービス等の統一

■よくある質問
水道料金について 経営の一体化を契機として、現行の料金制度は変わりません。

窓口について 経営の一体化を契機として、申請窓口や料金支払窓口については変わりません。

水道水について ご家庭に届く水道水は、変わりません。国が定めた水質基準を満たしていますので、
引き続き、安心してご使用いただけます。

茨城県における
水道事業の経営の一体化に関する基本協定を締結

� ■問合先／水道課（☎ 58－5111・75－3111 代表）



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
　 　 　 U R L https://digi-pri.com

未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

7 さくらがわ　2025.4.1

厄
を
払
い
招
福
発
展
を
祈
願
す
る�

�
�

鴨
鳥
五
所
神
社 

節
分
祭

桜
川
市
か
ら
世
界
へ�

�
�

三
谷
さ
ん
が
市
長
を
表
敬
訪
問

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
「
寺
子
屋 

中
坪
庵
」

令
和
６
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表
彰�

�
�

市
内
か
ら
６
名
が
受
賞

2月2日

2月10日

2月3日

2月12日

　

鴨
鳥
五
所
神
社
（
大
泉
地
区
）

で
節
分
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
毎
年
節
分
に
一

年
の
招
福
発
展
を
祈
願
す
る
た
め

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
お
守
り
の
頒は

ん
ぷ布

や
お
菓
子
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
祭

り
の
最
後
に
は
、
厄
を
払
い
福
を

招
く
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

袖そ
で
や
ま山
勉つ

と
む

大
泉
区
長
は
、「
今
年

は
の
ぼ
り
旗
を
一
新
し
た
。
今
後

も
伝
統
行
事
と
し
て
開
催
し
続
け

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豆をまき厄を払い福を招くよう祈願

　

２
０
２
４
年
イ
デ
ミ
ツ
・
ア
ジ
ア
・

タ
レ
ン
ト
・
カ
ッ
プ
で
年
間
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
な
っ
た
バ
イ
ク
レ
ー
サ
ー
の
三み

谷た
に

然ぜ
ん

さ
ん
（
岩
瀬
地
区
）
が
、
大
塚
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

３
歳
の
と
き
に
親
子
で
バ
イ
ク
レ
ー

ス
を
観
戦
し
た
こ
と
を
機
に
バ
イ
ク
を

始
め
、
２
０
２
５
年
度
は
戦
い
の
舞
台

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
す
三
谷
さ
ん
は

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
あ
る
世
界
一

を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

大塚市長を表敬訪問する三谷さん（左）

　

小
塩
地
区
で
桜
川
み
な
も
と
会

（
小こ

ま
つ
ざ
き

松
崎
智と

も
こ子

会
長
）
に
よ
る
「
寺
子

屋
中な

か
つ
ぼ
あ
ん

坪
庵
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
15
代
将
軍
・
徳
川
慶
喜
の

孫
・
徳と

く
が
わ川
幹も

と
こ子
さ
ん
か
ら
教
え
を
受
け

た
経
験
を
持
つ
小
松
崎
さ
ん
が
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
毎
月
定
期

的
に
開
催
し
、
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

改
め
て
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

小
松
崎
さ
ん
は
「
今
後
は
活
動
の
幅

を
広
げ
、
鏡
ヶ
池
（
山
口
地
区
）
の
清

掃
活
動
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

桜川みなもと会の皆さん

　

令
和
６
年
度
県
民
健
康
づ
く
り

表
彰
式
が
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
小こ

ば
や
し林
眞ま

智ち

子こ

さ
ん
が
県
知
事
賞
を
、
保
健
師

の
髙た

か
ま
つ松
靜し

ず
え江
さ
ん
、
健
康
推
進
員

の
渡わ

た
な
べ部
千ち

え

こ
惠
子
さ
ん
・
大お

お
よ
し好
勝か

つ
え江

さ
ん
が
茨
城
県
保
健
医
療
部
長
賞

を
、
宮み

や
ざ
き嵜
幸さ

ち
こ子
さ
ん
・
千ち

か
つ勝
真ま

知ち

子こ

さ
ん
が
食
生
活
改
善
推
進
員
会

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

６
名
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

表彰式に出席した皆さん



住
宅
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
国
民
消
費
セ
ン
タ
ー
の

調
べ
に
よ
る
と
、
昨
年
４

件
。
こ
れ
は
、
４
年
前
の

約
４
倍
に
も
の
ぼ
る
。
欠

陥
住
宅
・
点
検
商
法
の
つ

づ
き
、
ペ
ン
キ
を
薄
め
た

り
、
工
程
を
省
い
た
工
事

な
ど
の
、
塗
装
工
事
の
ト

ラ
ブ
ル
も
相
変
わ
ら
ず
多

い
。「
大
手
だ
か
ら
」「
知

り
合
い
だ
か
ら
」
な
ど
、

安
心
し
て
頼
ん
だ
の
に
失

敗
し
た
。
損
し
た
。
な
ど

の
声
も
よ
く
聞
く
。
こ
れ

ら
の
被
害
は
、
正
し
い
情

報
を
知
る
だ
け
で
、
簡
単

に
防
げ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
当
会
で
は
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
た
冊
子
「
失
敗
し
な
い

塗
装
工
事
７
つ
の
防
衛
策
」

を
作
成
。

（
掟
破
り
の
裏
情
報
）内
容
は
、

①
見
積
書
の
比
較
の
仕
方

②
確
実
な
工
事
を
さ
せ
る

た
め
の
魔
法
の
一
言

③
価
格
の
か
ら
く
り

な
ど
。

【
問
い
合
わ
せ
】

今
回
、
本
誌
読
者
限
定
30

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
同

業
者
の
請
求
は
お
断
り
）

ご
希
望
の
方
は
、
今
す
ぐ

〒・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
、
24
時
間
録
音
テ
ー

プ
案
内
番
号
０
２
９
６-

（
４
９
）
８
２
６
７
で
す
。

「
長
寿
命
住
宅
研
究
所
」

酒
寄
塗
装

　
桜
川
市
真
壁
町
椎
尾

１
７
２
３-

２

塗
装
工
事
、「
ち
ょっ
と
、待
っ
た
」
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第第2020回回桜川市さくらマラソン大会桜川市さくらマラソン大会
　３月９日、第 20回桜川市さくらマラソン大会が
桜川市総合運動公園をスタート・ゴールとする
１．５㎞・２㎞・３㎞・５㎞・１０㎞のコースで開
催されました。
　当日は１，４５５人のランナーが参加され、年齢
や性別に応じた２５種目のレースが行われました。
各種目の上位入賞者は、次の方々です（敬称略）。

～１，455 人のランナーが力走～

1位 2位 3位

1.5
㎞

親子男子
１年生

小林　純也・廉都
06:14（市貝町）

篠嵜　聖・昊汰
06:32（下妻市）

海東　剛史・利希
06:43（小美玉市）

親子男子
２年生

宮田　大輔・陸玖
05:54（筑西市）

加藤　俊宏・佑維斗
05:55（真岡市）

永嶋　飛翔・一翔
06:03（宇都宮市）

親子男子
３年生

高橋　健太郎・ 景
05:37（宇都宮市）

平沼　茂・晴翔
05:42（鉾田市）

菊池　哲也・泰地
05:54（桜川市）

親子女子
１年生

高橋　美樹・瑶
06:06（宇都宮市）

五十嵐　航・蘭
06:10（印西市）

寺内　寿行・梨華
06:16（真岡市）

親子女子
２年生

谷島　祐哉・怜奈
06:10(筑西市）

後藤　達朗・芽衣
06:21（下野市）

沓掛　健一・美桜
06:28（東海村）

親子女子
３年生

吉田　祐樹・幹菜
05:43（水戸市）

益子　かおり・京
05:43（益子町）

千明　直樹・結羽
05:55（渋川市）

2
㎞

男子
４年生

山野　佑馬
07:30（益子町）

行澤　元喜
07:34（真岡市）

中川　碧央人
07:42（真岡市）

男子
５年生

本橋　美輝
06:50（つくば市）

保坂　統真
06:52（柏市）

田中　黎音
07:17（筑西市）

男子
６年生

大和田　瞬
06:52（筑西市）

谷内　陽太
06:54（鹿嶋市）

熊谷　頼人
07:07（水戸市）

女子
４年生

寺内　梨乃
07:31（真岡市）

中野　杏
07:51（筑西市）

中西　真琴
07：57（鹿嶋市）

女子
５年生

成井　楓羽
07:11（真岡市）

宮田　玲実
07:26（筑西市）

大津　友愛
07:29（水戸市）

女子
６年生

川端　暖々
07:18（筑西市）

石塚　美心
07:23（水戸市）

山野　由佳梨
08:05（益子町）

3
㎞

中学生
男子

吉川　櫂永
08:56（我孫子市）

五社　泰至
09:02（我孫子市）

岡　良暁
09:05（我孫子市）

中学生
女子

佐藤　凛音
10:39（筑西市）

片岡　南菜
10:50（市貝町）

黒羽　柚妃
10:51（常陸太田市）

1位 2位 3位

5
㎞

男子
高校生

栗原　壮太
16:21（真岡市）

藤咲　拓海
17:47（水戸市）

大木　琉生
18:07（桜川市）

一般男子
39歳以下

若菜　優雅
15:34（つくば市）

伊藤　遼佑
15:36（筑西市）

浜野　有都
15:53（上三川町）

一般男子
40歳代

横山　雅哉
16:56（ひたちなか市）

栗脇　生実
17:11（つくば市）

安達　功
17:13（つくば市）

一般男子
50歳以上

広瀬　昌章
18:11（つくば市）

大福根　満
18:27（宇都宮市）

片平　喜徳
19:17（筑西市）

一般女子
39歳以下

皆川　麻美
17:25（中野区）

草柳　杏恋
18:18（筑西市）

岩間　茜
20:29（桜川市）

一般女子
40歳以上

黒崎　実由喜
20:29（宇都宮市）

柴　智恵美
22:09（桜川市）

塚本　裕美
24：06（千葉市）

10
㎞

一般男子
39歳以下

伊藤　遼佑
31:39（筑西市）

萩谷　大輝
31:56（茨城町）

山本　雄
32:20（横浜市）

一般男子
40歳代

宇佐見　祐哉
33:59（いわき市）

馬場　大輔
34:07（結城市）

安達　功
34:33（つくば市）

一般男子
50歳以上

手塚　崇
36:16（日立市）

大辻　竹仁
36:38（水戸市）

大林　悟
36:46（真岡市）

一般女子
39歳以下

福元　可愛
39:25（筑西市）

鈴木　爽月
40:35（所沢市）

鷹崎　晃子
41:55（真岡市）

一般女子
40歳以上

清水　美香
40:37（宇都宮市）

稲田　真理子
41:45（筑西市）

鈴木　礼子
42:29（太田市）
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加波山囃子保存会

久原ひょっとこ保存会

人形浄瑠璃　真壁白井座保存会

桜川磯部観世会

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

No.111
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111･75-3111代表）

　

２
月
16
日
、
真
壁
伝
承
館
で
桜

川
市
伝
統
民
俗
芸
能
連
絡
協
議
会

主
催
の
第
12
回
伝
統
民
俗
芸
能
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
期
間
に

合
わ
せ
て
の
開
催
と
な
り
、
市
内

で
伝
統
民
俗
芸
能
を
継
承
す
る
４

団
体
が
、
地
域
に
伝
わ
る
踊
り
や

お
囃
子
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

【
演
目
】

■
加
波
山
囃
子
保
存
会（
大
曽
根
）

　
　

大
和
茜
空　

ほ
か

■
久
原
ひ
ょっ
と
こ
保
存
会（
久
原
）

　
　

手
踊
り　

談
物
（
山
分
け
）

■
桜
川
磯
部
観
世
会（
磯
部
）

　
　

仕
舞
（
高
砂　

ほ
か
）５
曲
、

　
　

連
吟
１
曲

■�

人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井
座
保
存
会

　
　

傾
城
阿
波
の
鳴
門

　
　
『
巡
礼
歌
の
段
』

※�

そ
の
他
次
の
４
団
体
を
加
え
た

８
団
体
が
桜
川
市
伝
統
民
俗
芸

能
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い

ま
す
。

■
宮
大
杉
囃
子
保
存
会（
大
国
玉
）

■�

真
壁
御
囃
子
保
存
会
常
陸
真
壁

ば
や
し
連
（
真
壁
町
真
壁
）

■�

西
小
塙
け
ら
踊
り
保
存
会
（
西

小
塙
）

■
青
木
大
杉
囃
子
保
存
会（
青
木
）
　

公
演
中
に
は
、
舞
台
と
客
席
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る
場
面

や
、
客
席
か
ら
思
わ
ず
笑
い
が
起

き
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
、
多
く

の
方
が
桜
川
市
の
伝
統
芸
能
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

桜
川
市
伝
統
民
俗
芸
能
連
絡
協

議
会
加
盟
団
体
で
は
、
一
緒
に
活

動
す
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。
少

し
で
も
興
味
を
持
っ
た
方
、
ま
ず

は
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
各
団

体
ま
た
は
文
化
財
課
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伝
統
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い

を

開
催



ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし

スタッフ・入居利用者様募集中スタッフ・入居利用者様募集中

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？
☎0296-75-2509☎0296-71-6888 社会福祉法人上の原学園

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田159-1　担当：杉山・宮田〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　　担当：益子

社会福祉法人
特別養護老人ホーム上の原
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■問合先／健康推進課　☎0296‐75‐3159（直通）   ５

市
の
現
状

　

令
和
５
年
度
に
市
民
を
対
象
に

実
施
し
た
健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
週
２
回
以
上
運
動
し
て

い
る
と
回
答
し
た
方
は
32
．
０
％

で
し
た
。
年
代
別
で
は
、
40
・
50

代
は
20
％
前
後
と
他
の
年
代
よ
り

低
い
状
況
で
す
。

活
動
・
運
動
の�

�
�

ポ
イ
ン
ト

●�

日
常
生
活
の
な
か
で�

�

で
き
る
運
動

　

で
き
る
だ
け
階
段
を
使
う
、
少

し
離
れ
た
場
所
に
駐
車
す
る
、
掃

除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
に
積
極
的

に
取
り
組
む
な
ど
、
身
体
を
動
か

す
機
会
は
身
の
ま
わ
り
に
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
普
段
の
生
活
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�

無
理
せ
ず
可
能
な
も
の
か
ら

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
今

よ
り
少
し
で
も
多
く
身
体
を
動
か

す
こ
と
」
を
目
標
に
、
ま
ず
は
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
を�

�
�

歩
こ
う
！

　

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
安
全
に
歩
け
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
茨

　身体活動量が多い方や運動をよく行っている方は、死亡率や虚血性心疾患・高血圧・糖尿病・肥満・骨粗しょ
う症などの罹患率が低いことが分かっています。身体活動や運動が、メンタルヘルスや生活の質の改善に効果を
もたらすことが認められています。将来のためにも、身体を動かすことを心がけてみましょう。

ヘルスロードの 
詳細はコチラ
茨城県ホームページ▼

城
県
が
指
定
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

市
内
に
は
、「
い
ば
ら
き
ヘ
ル

ス
ロ
ー
ド
」
に
指
定
さ
れ
た
お
勧

め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
５

つ
あ
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
一

緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

住民健診（完全予約制）
　令和 7年度住民健診が始まります。
　６月は大和ふれあいセンター「シトラス」が会場となります。
■インターネット予約／５月２１日（水）20時～
■�コールセンター予約（☎ 0570‐077‐150）
　�５月２２日（木）、２３日（金）�
9 時～ 17 時

インター
ネット予約
はコチラ▶

乳幼児健診
　令和 7年度乳幼児健診の年
間日程は、市ホームページま
たは、母子手帳アプリ「母子モ」
で確認で
きます。 市ホーム

ページは
コチラ▶

骨粗しょう症検診
　令和 7年度骨粗しょう症検診が始まります。対象者の方には、お知らせ（ハガキ）をお送りします。
■実施機関／さくらがわ地域医療センター
■対象者／令和7年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳になる方
■実施期間／６月２日（月）～１２月２７日（土）
■予約期間／５月１２日（月）～１２月１９日（金）
■予約方法／さくらがわ地域医療センターへ電話（☎ 0296‐54‐5100）

詳細は
コチラ▶

●●休日当番医　�診療時間／9時～12時、13時～16時　　受付時間／9時～11時 30分、13時～15時 30分
診療日 医療機関名 住所 連絡先

５月３日（土） 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 ☎ 0296-55-0305
５月４日（日） 鏑木クリニック 加茂部4-1 ☎ 0296-76-3131
５月５日（月） 吉原医院 明日香2-31　 ☎ 0296-75-1177
５月６日（火） 延島クリニック 東飯田658　 ☎ 0296-58-5058
５月１１日（日） けんせいクリニック 岩瀬207-1　 ☎ 0296-71-8111
５月１８日（日） なかはら整形外科医院 真壁町飯塚496-1 ☎ 0296-23-9955
５月２５日（日） 大和クリニック 大国玉2513-12 ☎ 0296-58-7788

●●各種相談（要予約）
こころの健康相談（精神科医による個別相談・1人 30分程度）
日時 ５月１５日（木）①14時～ ②14時45分～ 会場 岩瀬福祉センター

子育て相談（精神保健福祉士による個別相談・1人１時間程度）
日時 ５月２９日（木）①10時～ ②11時～ 会場 岩瀬福祉センター

総合健康相談

日時 ５月９日（金）、２３日（金）10時～11時30分 会場 乳幼児相談・・・こども家庭センターさくらっこ
上記以外・・・岩瀬庁舎

健康な未来のために
今より少しでも多く身体を動かそう！

〈身体活動・運動の推奨事項一覧〉

〈市内のヘルスロード一覧〉

（
出
典
）
厚
生
労
働
省
：
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
身
体
活
動
・
運
動
ガ
イ
ド

２
０
２
３
か
ら
一
部
加
工
し
て
掲
載

身体活動 運　動 座位行動

高
齢
者

歩行またはそれと同等以上の身
体活動を 1日 40 分以上� �
（1 日約 6,000 歩以上）

有酸素運動・筋力トレーニング・
バランス運動・柔軟運動など多要
素な運動を週 3日以上 座りっぱなしの

時間が長くなり
すぎないように
注意する。成

人
歩行またはそれと同等以上の身
体活動を 1日 60 分以上� �
（1 日約 8,000 歩以上）

息が弾み汗をかく程度以上の運動
を週 60 分以上
（筋力トレーニングを週2～ 3日）

コ　ー　ス　名 距　離

① 上野沼散策コース 2.6 ｋｍ

② りんりんロード　岩瀬～雨引コース 9.2 ｋｍ

③ まかべ歴史、街並み散策コース 2.0 ｋｍ

④ つくばりんりんロード 19.0 ｋｍ

⑤ 大和駅北公園コース 1.6 ｋｍ
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2026卒の方は、
マイナビ2026から▼

中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を

 
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

1213 さくらがわ　2025.4.1 さくらがわ　2025.4.1

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度 

人
間
ド
ッ
ク�

 
�

健
診
費
助
成
受
付
開
始

国
民
健
康
保
険

■
定
員
・
助
成
額

▼
人
間
ド
ッ
ク
／
６
３
０
人
・

２
万
円

▼
脳
併
用
ド
ッ
ク
／
１
５
０
人
・

４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
定
員
・
助
成
額

▼
人
間
ド
ッ
ク
／
２
５
０
人
・

２
万
円

▼
脳
併
用
ド
ッ
ク
／
40
人
・
４
万

円共
通
事
項

■
申
込
期
間
／
４
月
７
日
（
月
）

～
18
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
詳
細
は
、

「
令
和
7
年
版
健
診
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
５
直

通
）

●

●

●

●

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成

■
対
象
要
件

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
対

象
と
な
る
住
宅
に
継
続
し
て
３

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
。
そ
の
ほ
か
商
工
観

光
課
（
真
壁
庁
舎
）、
総
合
窓

　

�

口
課
（
岩
瀬
・
大
和

庁
舎
）
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
商
工
観
光

課
（
〒
３
０
０‐４
４
９
５ 

桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

通
）

募

集

市
営
住
宅
入
居
者

　

市
営
御
領
西
住
宅
（
岩
瀬

７
４
５‐１
）
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
（
単
身
者
は
不
可
）。

　

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
（
大
和

庁
舎
）
ま
た
は
総
合
窓
口
課
（
岩

瀬
・
真
壁
庁
舎
）
で
配
布
さ
れ
る

「
市
営
住
宅
入
居
申
込
み
の
ご
案

内
」
を
ご
確
認
の
う
え
、
必
要
書

類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

■
抽
選
日
時
／
５
月
22
日
（
木
）

10
時

■
抽
選
会
場
／
市
役
所 

大
和
庁

舎■
申
込
方
法
／
必
要
書
類
を
す
べ

て
揃
え
て
都
市
整
備
課
（
大
和
庁

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

・
市
内
の
施
工
業
者
に
よ
る
工
事

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

・
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方

・�

市
か
ら
他
の
補
助
制
度
に
よ
る

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

・�

今
ま
で
に
当
補
助
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
な
ど

■
対
象
住
宅
／
申
請
者
が
市
内
に

所
有
す
る
個
人
住
宅

※�

併
用
住
宅
な
ど
の
場
合
は
個
人

住
宅
部
分
と
し
、
違
法
建
築
で

な
い
も
の

■
対
象
工
事
／
12
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
完
了
す
る
税
抜
金
額
20
万

円
以
上
の
工
事

※�

発
注
済
、
完
了
済
の
工
事
は
対

象
外

■
申
請
受
付
開
始
／
５
月
７
日

（
水
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
補
助
金
額
／
対
象
経
費
の
税
抜

10
％
の
額
（
上
限
10
万
円
）

■
申
請
書
類
／
申
請
書
、
市
税
等

納
付
状
況
確
認
承
諾
書
、
口
座
登

録
依
頼
書
、工
事
見
積
書
の
写
し
、

住
民
票
謄
本
、
固
定
資
産
評
価
証

明
書
、
建
築
基
準
法
上
の
許
可
が

必
要
な
場
合
は
そ
の
写
し
、
現
況

写
真
、
案
内
図
な
ど

※�

内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※�

申
請
に
係
る
様
式
は
、
市
ホ
ー

舎
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
期
間

内
必
着
）

■
申
込
期
間
／
４
月
７
日
（
月
）

～
25
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
書
類
持
参
は
平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
の
み
受
付

（
土
・
日
、
祝
日
は
受
付
不
可
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
都
市
整
備

課
（
〒
３
０
９‐１
２
９
３ 

桜

川
市
羽
田
１
０
２
３ 

☎
58‐

５
１
１
１
、
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

ミ
ツ
バ
チ
の
集
い
参
加
者

　

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
や
ニ
ホ
ン

ミ
ツ
バ
チ
の
養
蜂
を
行
っ
て
い
る

方
、
興
味
が
あ
る
方
、
里
山
・
環

境
問
題
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象

に
「
ミ
ツ
バ
チ
の
集
い
」
を
行
い

ま
す
。
一
堂
に
集
い
、
情
報
交
換

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
4
月
29
日
（
火
）
13
時

30
分
～
15
時

■
会
場
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

■
定
員
／
30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
参
加
希
望
の
方
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
９
６

‐76‐０
６
８
３
）
ま
た
は
メ
ー

ル
（khyst179@

yahoo.co.jp

）

■
申
込
期
限
／
４
月
22
日
（
火
）

■
問
合
先
／
桜
川
市
ミ
ツ
バ
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

永な
が
せ瀬 

雅ま
さ
は
る治
（
☎

０
２
９
６‐76‐０
６
８
３
）

税

不
動
産
取
得
税

　

土
地
や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、

交
換
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
と
き

や
、家
屋
を
新
築
等
し
た
と
き
は
、

不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

税
額
は
、
課
税
標
準
額
（
固
定

得
し
た
方
は
、
一
定
の
要
件
で
税

額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
県
税
事

務
所
課
税
第
二
課
（
☎
０
２
９
６

‐24‐９
１
９
７
）

健
康
福
祉

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

の
申
請

　

各
種
手
当
は
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。
申
請
漏
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

■
支
給
対
象
／
高
校
生
年
代
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

※�

児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
里

親
な
ど
に
委
託
し
て
い
る
場
合

は
、
原
則
そ
の
施
設
の
設
置
者

や
里
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
月
／
偶
数
月
の
10
日
（
そ

れ
ぞ
れ
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
２

か
月
分
を
支
給
）

児
童
扶
養
手
当

■
支
給
対
象
／
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育

資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
価
格
ま
た
は
固
定
資
産
評
価
基

準
に
よ
り
評
価
し
決
定
し
た
価

格
）
に
、
土
地
ま
た
は
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
は
３
％
、
住
宅
以
外

の
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
は
４
％

を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
宅
地
お
よ
び
宅
地
評

価
の
土
地
を
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
し
た
場
合
は
、
課
税

評
価
額
が
２
分
の
１
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取

し
て
い
る
場
合
や
、
父
ま
た
は
母

が
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合
に

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
養
育
者

※�

児
童
が
18
歳
に
達
し
た
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
が
対
象
で
、
児

童
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い
を

有
す
る
場
合
、
児
童
が
20
歳
に

達
す
る
ま
で
支
給
し
ま
す
。

※�

公
的
年
金
な
ど
が
受
給
で
き
る

場
合
、
児
童
扶
養
手
当
額
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
よ
り
低
い
場
合
、
差

額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

■
支
給
月
／
奇
数
月
の
11
日
（
そ

れ
ぞ
れ
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
２

か
月
分
を
支
給
）

共
通
事
項

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
、
通
帳
、

戸
籍
謄
本
な
ど

■
申
請
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
そ
の
他
／
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

児童手当

児童扶養手当

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

「
ジ
ロ
・
di
・
ち
く
せ
い
２
０
２
５
」
開
催�
�

�

に
伴
う
交
通
規
制

■規制日／５月 11日（日）
■規制箇所・時間
①県道７号線／真壁消防署前～きのこ山入口
　※石岡方面片側車線車両規制　９時～ 11時
②�稜線林道／きのこ山入口～県道 64号線合流地�
（木植地内）※全面通行止め　９時～ 12時

■
問
合
先
／
ジ
ロ
・
デ
ィ
・
ち
く
せ
い
実
行
委
員
会
（
☎
０
２
９
６‐

22‐２
７
４
０
）
※
火
、
水
曜
日
を
除
く
10
時
～
17
時
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市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

14さくらがわ　2025.4.1

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
14
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

納
期
限
／
４
月
30
日（
水
）

固
定
資
産
税�

1
期

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料
1
期（
暫
定
）�

随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

４
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直

通
）

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時
／
４
月
12
日
（
土
）
９
時

～
15
時
（
９
時
受
付
開
始
）

■
会
場
／
桜
川
市
総
合
運
動
公
園

（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
会
場
内
）

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他
／
雨
天
時
は
、
13
日

（
日
）
に
順
延
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

●

●

●

●

●

ひ
き
こ
も
り
相
談
（
予
約
制
）

　

茨
城
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
在
住
の
ひ

き
こ
も
り
問
題
を
抱
え
る
本
人
や

家
族
を
対
象
に
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
23
日
（
金
）
13
時
、

14
時
、
15
時
（
各
50
分
）

■
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
（info@

ibahiki.org

）

■
申
込
期
限
／
５
月
22
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
ひ

き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
６‐48‐６
６
３
１
）

※
火
～
土
曜
日 

９
時
～
18
時

イ
ベ
ン
ト

映
画
無
料
上
映
会

　
「
保
健
と
看
護
」
に
命
を
さ
さ

げ
た
伝
説
の
看
護
の
人
、
花
田
ミ

キ
の
生
涯
を
描
い
た
映
画
で
す
。

■
日
時
／
５
月
25
日
（
日
）
10
時

45
分
～
12
時
30
分

■
会
場
／
つ
く
ば
国
際
会
議
場 

1
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
つ
く
ば
市

竹
園
２‐20‐３
）

■
上
映
作
品
／
じ
ょ
っ
ぱ
り 

看

護
の
人 

花
田
ミ
キ

■
定
員
／
３
０
０
名
（
先
着
順
）

■
入
場
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
保

険
医
協
会
（
☎
０
２
９‐８
２
３

‐７
９
３
０
）

行
政
相
談
の
年
間
予
定

　

困
り
ご
と
や
苦
情
、
意
見
・
要

望
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
お
届
け
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
日
程
・
会
場

会　場 日　程（13時 30 分～ 15 時）

岩瀬福祉センター
7 月 7 日（月）、10 月 7 日（火）、 
令和 8 年 1 月 7 日（水）

大和ふれあいセンター 
「シトラス」

5 月 7 日（水）、8 月 7 日（木）、 
11月11日（火）、令和8年2月10日（火）

真壁福祉センター
6 月 9 日（月）、9 月 8 日（月）、 
12 月 8 日（月）、令和 8 年 3 月 9 日（月）

※�

中
止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
総
務
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）



稲川優子税理士事務所
桜川市西飯岡475-2

安心と笑顔を未来へつなぐ

☏0296ｰ73ｰ6363
E-mail ina-tax.ceo@tkcnf.or.jp

桜川市真壁町山尾783

認定こども園真壁保育園
子育て支援センター
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短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】　
題
詠
「
夢
」

短う

た歌
の
友
の
篤
き
心
に
師
の
御
墓
建
て
え
し

こ
と
を
夢
に
も
忘
れ
じ

�
広
沢 
日
出
子

「
空
か
ら
金
を
ば
ら
ま
い
て
や
る
」
と
文
集

に
書
き
し
こ
と
あ
り
少
年
の
夢

�

久
保 

悦
子

残
り
い
る
一
つ
二
つ
の
夢
あ
り
て
傘
寿
の

日
々
も
ま
た
愉
し
か
り

�

川
崎 

邦
子

も
み
じ
寺
一
隅
て
ら
す
最
澄
の
夢
の
一
文
字

こ
こ
に
残
れ
り

�

児
玉 

廣
子

黄
金
田
を
妣
の
手
を
引
き
語
り
つ
つ
散
歩
す

る
夢
覚
め
た
る
朝

�

仁
平 

千
代

世
に
ひ
び
け
広
島
・
長
崎
の
除
夜
の
鐘
夢
は

お
だ
ひ
な
平
安
な
あ
し
た

�

瀧
井 

幸
子

初
夢
の
記
憶
に
あ
り
し
母
の
唄
　
起
床
合
図

の
あ
の
「
浜
千
鳥
」

�

小
林 

美
瑳
子

晴
れ
の
日
も
曇
れ
る
日
に
も
七
人
の
家
族
と

と
も
に
夢
を
見
て
い
き

�

渡
辺 

し
な
子

母
を
詠
む
吾
の
短
歌
に
微
笑
め
る
母
の
面
影

夢
に
幾
た
び

�

雨
谷 

友
子

背
伸
び
し
て
姉
た
ち
と
見
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

土
曜
の
夜
は
「
夢
で
あ
い
ま
し
ょ
う
」

�

浜
野
和 

操

い
い
ぞ
い
い
ぞ
狂
っ
て
き
た
ぞ
人
生
を
狂
わ

せ
る
ほ
ど
夢
中
に
な
れ
よ

�

瀧
田 

勇

難
民
の
少
年
の
夢
は
「
医
師
」
と
い
う
そ
の

目
の
す
が
し
さ
見
れ
ば
せ
つ
な
し

�
大
久
保 

富
美
江

痛
み
堪
へ
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
我
が
聞
く
総
理
の

弁
は
夢
夢
し
か
り

�

鈴
木 
英
雄

わ
が
夢
は
タ
ー
シ
ャ
の
庭
で
戯
れ
て
平
和
を

願
う
静
か
な
る
日
々

�

大
関 

登
志
子

紅
白
の
南
天
そ
え
て
松
飾
り
夢
の
膨
ら
む
あ

ら
た
ま
の
年

�

泉 

三
郎

【
一
般
投
稿
】

車
止
め
畔
を
歩
い
て
探
す
人
芹せ

り

の
盛
り
は
忙

し
く
な
る

�

長
堀 

勉

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

蛙
目
覚
め
て
四
方
を
眺
め
友
と
出
合
っ
て
け

ろ
と
鳴
く

�

山
も
み
じ

四
月
バ
カ
に
も
な
れ
な
い
馬
鹿
で
優
柔
不
断

の
手
を
洗
う

�

花
野
し
ぐ
れ

オ
レ
と
お
前
は
田
舎
の
育
ち
何
は
な
く
と
も

こ
の
笑
顔

�

み
ー
ち
ゃ
ん

花
見
観
客
賑
ぎ
わ
う
名
所
眺
め
感
嘆
山
桜

�

田 

哲
人

　
俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

我
が
家や

に
は
鬼
は
居
ず
し
て
福
は
内

�

広
古

生
垣
の
椿
の
白
を
愛
で
る
な
り

�

長
堀 

芳
江
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介護・リハビリの
ご相談や見学0296-73-6965

土曜・祝日も営業

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

桜川市西桜川2-18-5
国道50号沿い 茨城トヨタさんとなり

桃
山
学
園
通
学
道
路
が
開
通

�
■
問
合
先

問
合
先
／
建
設
課
（
☎

／
建
設
課
（
☎
5858--

５
１
１
１
・

５
１
１
１
・
7575--

３
１
１
１
代
表
）

３
１
１
１
代
表
）

　

開
通
式
に
は
、
市
関
係
者
、
県

　

開
通
式
に
は
、
市
関
係
者
、
県

議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
地
元

議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
地
元

区
長
な
ど
が
出
席
し
、
交
通
安
全

区
長
な
ど
が
出
席
し
、
交
通
安
全

祈
願
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
通
り
初

祈
願
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
通
り
初

め
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

め
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
、
学
校
と
県
道
石

　

こ
の
道
路
は
、
学
校
と
県
道
石

岡
筑
西
線
を
結
ぶ
も
の
で
す
が
、

岡
筑
西
線
を
結
ぶ
も
の
で
す
が
、

既
存
の
道
路
は
車
の
す
れ
違
い
が

既
存
の
道
路
は
車
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
区
間
が
多
く
、
朝
夕
の
時

困
難
な
区
間
が
多
く
、
朝
夕
の
時

間
帯
に
は
渋
滞
も
発
生
し
、
地
元

間
帯
に
は
渋
滞
も
発
生
し
、
地
元

の
皆
様
か
ら
も
早
期
改
善
を
強
く

の
皆
様
か
ら
も
早
期
改
善
を
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
こ
の
道

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
こ
の
道

路
が
バ
イ
パ
ス
の
役
目
を
果
た

路
が
バ
イ
パ
ス
の
役
目
を
果
た

し
、
交
通
の
利
便
性
、
安
全
性
が

し
、
交
通
の
利
便
性
、
安
全
性
が

大
き
く
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ

大
き
く
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

交通安全祈願 テープカットの様子

パトカー先導による通り初め

　

２
月
１
日
、
郷
土
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
第
12
回
い
ば
ら
き
っ
子
郷
土

検
定
県
大
会
」
が
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ

ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
水
戸
市
）
で

開
催
さ
れ
、
桜
川
市
代
表
と
し
て

岩
瀬
東
中
学
校
が
出
場
し
、
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
県
内
市
町
村

の
代
表
校
が
県
内
各
地
の
郷
土
検

定
問
題
に
挑
み
ま
し
た
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。

真
壁
真
壁
のの
ひ
な
ま
つ
り
で

ひ
な
ま
つ
り
で

��

来
訪
者
を
お
出
迎
え

来
訪
者
を
お
出
迎
え

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定

県
大
会
で

�

岩
瀬
東
中
が
優
勝
優
勝

来訪者に観光パンフレットなどを手渡す大塚市長

ゲストとの記念撮影に臨む岩瀬東中学校の生徒の皆さん

　

２
月
23
日
に
、
真
壁
地
区
内
で

大
塚
市
長
や
市
議
会
議
員
、
市
幹

部
が
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
に
訪

れ
た
方
々
を
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
た
真
壁

の
ひ
な
ま
つ
り
に
は
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
真
壁
地
区

内
の
各
所
に
飾
ら
れ
た
ひ
な
飾
り

な
ど
を
見
て
回
り
、
各
所
で
飲
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
に
桜
川
市

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
の
法

被
姿
で
、
来
訪
者
に
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
手
渡
し
、
市
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

２
月

　

２
月
1717
日
、
桃
山
学
園
（
現
真

日
、
桃
山
学
園
（
現
真

壁
学
園
）
通
学
道
路
が
開
通
し
、

壁
学
園
）
通
学
道
路
が
開
通
し
、

そ
れ
を
記
念
し
て
、
関
係
者
に
よ

そ
れ
を
記
念
し
て
、
関
係
者
に
よ

る
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

る
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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